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URL  http://koyokai.shonan.cc

香葉
通算46号

発行人　山　口　佳　子
代　表　横浜市金沢区　
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学校探検ツアーとルツ寮お別れ会
　金沢八景キャンパスに法学部が小田原校地から移転しました。本年３月に新校舎も建設され、八景キャンパスはまた
一段と新しくなりました。今回その新校舎を中心に八景キャンパスの学校探検を行います。リニューアルした学食で
ランチにします。また、女子短大時代の学生寮だった『ルツ寮』もいよいよ見納めです。寮生のみなさん、是非足を
お運びください。学校探検の後、エテルニテにて茶話会を開催いたします。遠方からお見えになる方は午後からの参加
も歓迎です。午後から参加の方はご一報下さい。
　●日　　時　10月１日日　10時（雨天決行）  ●集合場所　室の木キャンパス正門（元短大正門）
　●参 加 費　1,000円（資料・保険・昼食代等）  ●締め切り　9月15日金

卒業生の冊子を作ります!!
　昨年の香葉でお知らせした通り、香葉会の集大成として冊子の編集を開始します。下記の様なカテゴリーで原稿を
お寄せください。または、活躍している卒業生をご紹介ください。
　�★短大で学んだことを生かす／★私の仕事／★恩師への手紙／★亡くなった短大時代の友人に向けて／★卒業してか
らの私／★子育て記／★その他自由に
　ご執筆にあたりましては、香葉会へお電話または�Email�でご一報ください。尚、今年度の締め切りは2017年12月
31日です。ホームページ�http://koyokai.shonan.cc�にも詳細を載せております。ご参照ください。皆様の短大への
熱い思いをお待ちしております。

山手西洋館散策〔ガイド　棈
あべ

木
き

  勇
いさむ

（元短大講師）〕

　異国情緒豊かな山手を今年も歩き
ましょう！
　ご参加お待ちしています。

●日　時　12月２日土（雨天決行）
　　　　　13時～15時30分
●集合場所　港の見える丘公園入口
●参加費　1,000円（資料・保険代等）
●締め切り　11月21日火

関東学院循環バス金沢八景駅発　土曜日　８時〜16時　00　20　40　に出ています。

第９回　香葉賞
　2017年３月24日㈮人間環境学部４
学科の卒業生に９回目となる香葉賞
を授与しました。香葉賞は人間環境
学部の礎となった女子短期大学の先
輩から、後輩へのエールとして毎年
賞状と記念品を、４年間がんばった
卒業生に贈っています。学生時代の
一つの証になることを願って !

クリスマス小物づくり講習会
　松ボックリを中心にしたクリスマ
スのオーナメントを作ります。お楽
しみに！

●日　時　11月18日土　10時
●場　所　香葉会室
●参加費　1,000円（材料費等）
●締め切り　11月４日土

ビーズ講習会〔講師　高石和枝（国４）〕
　毎年好評のビーズ講習会です。今年は新装になった香
葉会室（エテルニテ１階）で行います。
ご期待ください！定員10名
●日　時　１月20日土　13時
●場　所　香葉会室
●参加費　3,000円（材料費等）
●持ち物　糸切り鋏
　　　　　必要な方は眼鏡
●締め切り　12月15日金 昨年の作品

※各企画の申し込みは�Fax・Eメール・往復ハガキでお願いします。
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会
長
挨
拶

�

山
口　

佳
子
（
国
1
回
）

　
『
変
わ
る
こ
と
、
変

わ
ら
な
い
こ
と
』

　

皆
様
、短
大
を
ご
卒

業
後
い
か
が
お
過
ご
し

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

　

戦
後《
三
春
台
で
始
ま
っ
た
関
東
学
院
短

大
》そ
こ
に
あ
っ
た
塔
の
あ
る
建
物
、今
、旧

中
学
校
本
館
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ
た
こ
ろ
の
短

大
の
校
舎
は
、燦
葉
会
の
同
窓
会
室
と
し
て

大
事
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、老
朽
化
に

よ
り
な
く
な
り
ま
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
短
大
の
あ
り
ま
し
た
場
所
に
は
看

護
学
部
が
創
設
さ
れ
、看
護
学
部
棟
が
建

ち
ま
し
た
。
ま
た
人
間
共
生
学
部
、教
育
学

部
、栄
養
学
部
と
あ
り
、真
ん
中
に
あ
る
庭

に
も
学
生
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

目
に
映
る
も
の
は
日
々
刻
々
と
変
わ
り
、

そ
の
変
化
に
杞
憂
い
た
し
ま
す
が
、周
り
の

変
化
に
対
し
て
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
、こ
の「
香
葉
」に
寄
せ
ら
れ
る
文
章
か

ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
卒
業

さ
れ
た
同
窓
生
の
、学
校
に
対
す
る
変
わ
ら

な
い
想
い
で
す
。「
香
葉
」に
寄
せ
ら
れ
る
お

便
り
は
、学
校
へ
の
愛
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
卒
業
生
を
温
か
く
教
え
て
下

さ
っ
た
先
生
方
や
職
員
の
方
々
の
優
し
い
接

し
方
に
も
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、短
大
改
組
後
十
五
年
と
い
う
節

目
を
機
に「
卒
業
生
の
冊
子
」
を
作
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
ま
で
香
葉
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
卒
業
生
通
信
を
参
考
に
、短

大
を
出
て
か
ら
の
暮
ら
し
の
様
子
、短
大
で

の
思
い
出
、先
生
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
等
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、一
冊
に
ま
と
め
た
い
の
で

す
。
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
度

の
原
稿
の
締
め
切
り
は
平
成
二
九
年
十
二

月
三
十
一
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

お
便
り
を
お
待
ち
す
る
と
と
も
に
と
共
に
、

益
々
の
関
東
学
院
の
発
展
を
祈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

校
訓
と
想
い

�

看
護
学
部
長　

平
田
明
美

　

香
葉
会
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
、
平
田

明
美
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
四
月
か
ら
看

護
学
部
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。ま
ず
は
、

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私

は
、
看
護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
関
東

学
院
大
学
経
済
学
部
（
当
時
の
二
部
）
で 

四
年
間
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
経
済
学

研
究
科
修
士
・
博
士
課
程
に
進
学
し
、
計

九
年
間
、
関
東
学
院
大
学
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
病
院
看
護
師
を
続
け
て
お
り

ま
し
た
が
、あ
る
大
学
か
ら
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、看
護
教
員
と
し
て
再
出
発
し

ま
し
た
。教
員
生
活
に
な
ん
と
か
慣
れ
て

き
ま
し
た
時
に
、関
東
学
院
大
学
で
二
〇

一
三
年
度
に
看
護
学
部
を
開
設
す
る
と
聞

き
、及
ば
ず
な
が
ら
母
校
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
、教
員
と
し
て
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。様
々
な
方
面
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、教
育
・
研
究
・
運
営
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
、看
護
学
部

第
一
期
生
は
、二
〇
一
六
年
度
三
月
に
六

十
六
名
が
巣
立
ち
、国
家
試
験
一
〇
〇
％

合
格
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
室
ノ
木
校
地
は
、
静
か
な
環
境
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
独
特
の
雰
囲
気
と

校
訓
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
学
生
達
の
気
質

に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

校
門
に
リ
ス
が
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て
い
た

り
、
木
々
の
間
を
素
早
く
動
く
姿
を
見
か

け
る
と
心
和
む
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
春

は
守
衛
室
を
取
り
囲
む
満
開
の
桜
に
目
を

奪
わ
れ
、
初
夏
に
は
三
年
生
が
実
習
の
前

の
派
遣
式
で
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色

を
バ
ッ
ク
に
発
表
す
る
「
自
分
た
ち
が
考

え
る
“
人
に
な
れ 

奉
仕
せ
よ
”」
に
感
動

し
、
夏
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
賑
わ

い
に
心
弾
み
、
冬
に
は
大
き
な
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
点
灯
に
一
年
を
振
り
返
る

日
々
で
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
改
め
て

こ
の
地
で
皆
様
方
が
学
業
に
励
み
な
が
ら

培
わ
れ
て
い
た
「
想
い
」
を
考
え
ま
し
た
。

四
年
制
の
「
人
間
環
境
学
部
」
に
移
行
し
、

今
年
度
は
「
人
間
共
生
学
部
・
教
育
学
部
・

栄
養
学
部
」
と
、
組
織
や
教
育
体
制
が
変

化
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

の
地
に
は
皆
様
の
「
想
い
」
が
し
っ
か
り

根
付
き
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ら
れ
ま
す
。
看
護
学
部
も
校
訓
と
皆
様

の
「
想
い
」
を
受
け
継
ぎ
、
更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

卒
業
生
の
子
女
・
孫
の
た
め
の

オ
リ
ー
ブ
入
試

　

関
東
学
院
大
学
は
そ
の
建
学
の
精
神
を

伝
え
、
守
っ
て
行
く
こ
と
を
大
切
な
こ
と

と
捉
え
、
女
子
短
期
大
学
・
大
学
・
大
学

院
の
卒
業
生
の
子
女
・
孫
に
あ
た
る
人
を

対
象
と
し
た
入
試
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
関
東

学
院
で
の
学
生
生
活
を
、
子
供
や
孫
に
伝

え
て
行
き
ま
せ
ん
か
！
出
願
期
間
は
九
月

一
日
（
金
）
か
ら
七
日
（
木
）
必
着
、
選

抜
方
法
は
小
論
文
と
面
接
で
、
試
験
日
は

九
月
二
四
日
（
日
）
で
す
。
ま
た
入
学
金

（
二
八
万
円
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
関
東
学
院
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
関
東
学
院
募
金
を

応
援
し
よ
う
！

　

皆
さ
ま「
ふ
る
さ
と
関
東
学
院
募
金
」

は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
話
題
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
募
金
は
関
東
学
院
の
各
学
校
を

指
定
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
は
お
礼
の
品
と
し
て
、
卒
業

生
が
経
営
す
る
お
店
や
会
社
で
製
造
・

販
売
し
て
い
る
商
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。

　

私
学
は
卒
業
生
の
支
援
が
大
き
な
力

と
な
り
、
学
校
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
行

く
原
動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
寄
付

を
し
て
支
援
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
皆
さ
ん
が
経
営
す
る
会
社
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
こ
の
募
金
の
お
礼

の
品
と
し
て
提
供
し
ま
せ
ん
か
！
ま
た

は
、
お
友
達
で
提
供
可
能
な
方
の
情
報

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
母
校
と
卒
業

生
を
繋
ぐ
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
商
品

の
代
金
・
送
料
は
学
校
で
負
担
し
て
く

れ
ま
す
。

　

詳
細
は「
ふ
る
さ
と
関
東
学
院
募
金
」

で
検
索
、
ま
た
は
香
葉
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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法
学
部
が

　

八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

　

関
東
学
院
大
学
法
学
部
は
本
年
四
月
、

小
田
原
か
ら
金
沢
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

転
し
ま
し
た
。

　

法
学
部
は
一
九
九
一
年
に
創
設
さ
れ
、

以
後
二
五
年
間
小
田
原
市
の
荻
窪
で
多
数

の
卒
業
生
を
排
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
法
学
部
離
れ
に
よ
り
定
員
割
れ
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
総
合
大
学
と
し
て
の
魅

力
を
押
し
出
す
形
で
、
横
浜
の
金
沢
八
景

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
校
舎
は
三
号
館
と
呼
ば
れ
、
他
学
部

の
学
生
や
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
も
考

慮
し
、
大
学
の
正
門
近
く
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
階
は
学
生
食
堂
と
重
慶
飯
店
、
学
生

が
気
軽
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
中
央
の
玄
関
を
入
る
と
目

の
前
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
一
階
部
分

は
明
る
く
開
放
的
で
す
。
二
階
は
教
室
で

法
学
部
の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
他
学
部

の
学
生
も
使
用
す
る
そ
う
で
す
。
三
階
は

情
報
処
理
関
係
の
演
習
室
、
四
階
は
会
議

室
と
ゼ
ミ
室
、
五
階
は
教
員
の
研
究
室
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。（
十
月
に
開
催
す
る

香
葉
会
企
画
「
学
校
探
検
ツ
ア
ー
」
で
ご

案
内
し
ま
す
。）

　

小
田
原
校
地
は
周
囲
を
ミ
カ
ン
畑
で
囲

ま
れ
、小
高
い
山
一
つ
全
て
が
キ
ャ
ン
パ
ス

の
よ
う
な
、広
大
で
と
て
も
恵
ま
れ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
で
し
た
。現
在
の
湘
南
・
小
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
は
材
料
・
表
面
工
学
研
究
所

を
中
心
と
し
た
国
際
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

て
連
携
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
で
自
治
体

や
市
民
か
ら
地
域
ニ
ー
ズ
を
収
集
で
き
る

貴
重
な
機
会
を
得
た
り
、
自
治
体
が
運
営

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
一
方
で
、
大
学
の
公
開
講
座
を
自
治
体

が
発
行
し
て
い
る
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
告
知
し
て
も
ら
う
な
ど
の
協
力

体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
・
教
員
に
対
す
る
教
育
効
果
」

で
は
、
学
生
の
場
合
、
公
開
講
座
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
学
生
と
世
代
の
異
な
る
受

講
生
と
の
交
流
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
教
員
の
場
合
で
は
、
一
般
の

方
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
こ
と
を
教
え
る
機

会
を
持
つ
こ
と
で
、
学
生
に
教
え
る
の
と

は
異
な
る
視
点
を
も
て
、
そ
の
結
果
が
教

員
の
研
究
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、

研
究
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
他
に
も
事
例
は
多
く
な
い
も

の
の
、
公
開
講
座
の
受
講
生
が
科
目
等
履

修
生
へ
発
展
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
六
年
度
に
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た

文
部
科
学
省
の
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｐ
）」
に
本
学
の
材
料
・
表

面
工
学
研
究
所
と
連
携
し
て
「
材
料
・
表

面
技
術
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
認

定
申
請
を
行
い
、
十
二
月
に
無
事
採
択
さ

れ
て
、
今
年
の
五
月
よ
り
講
座
が
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
人
や
企
業
等
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
実
践
的
・
専
門
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
組
成
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

行
い
つ
つ
も
、
大
学
の
持
っ
て
い
る
専
門

知
識
を
広
く
地
域
・
社
会
に
発
信
し
、
大

学
の
「
知
」
を
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
本
学
の
公
開
講

座
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
７
年
度

　

秋
学
期
公
開
講
座
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
請
求

８
月
28
日
（
月
）
～
12
月
16
日
（
土
）

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

平　

日　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

土
曜
日　

８
時
30
分
～
12
時
30
分

閉
室
日　

日
曜
日
、
祝
日

電　

話　

０
４
５
―
７
８
６
―
７
８
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
―
７
８
６
―
７
８
９
３

関
東
学
院
大
学
に
お
け
る

　
　

公
開
講
座
の
役
割
と
効
果

�

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
長　

立
山　

徳
子

　

関
東
学
院
大
学
（
以
下
大
学
）
の
公
開

講
座
は
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
を
広
く

社
会
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
後
二
〇
一
七
年
に
社
会

連
携
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
生
涯
学
習

事
業
が
統
合
さ
れ
て
か
ら
は
、
一
般
市
民

向
け
講
座
以
外
に
も
力
を
入
れ
、
大
学
な

ら
で
は
の
深
い
学
び
や
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
社
会
人
の
学
び
直
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
組
成
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
に
学

び
の
場
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
に
お
け
る
公
開
講
座
の
役
割
は
主

に
大
学
の
第
三
の
機
能
で
あ
る
「
社
会
貢

献
」
を
担
っ
て
お
り
収
支
を
見
つ
つ
大
学

の
持
っ
て
い
る
専
門
知
識
を
広
く
地
域
・

社
会
に
発
信
し
て
い
く
大
学
の
「
知
」
の

還
元
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
大
学

の
地
域
貢
献
機
能
を
果
た
し
な
が
ら
大
学

経
営
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
を
発
揮
し
て
お

り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
大
き
く
「
広

報
効
果
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
効
果
」「
学

生
・
教
員
に
対
す
る
教
育
効
果
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

公
開
講
座
に
よ
っ
て
大
学
が
得
る
「
広

報
効
果
」
と
し
て
は
、
大
学
の
「
認
知
度

向
上
」
や
大
学
に
「
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
」
ま
た
公
開
講
座
を
通
じ
て
市

民
に
「
大
学
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
大

学
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
」
と

い
っ
た
役
割
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
効
果
」
に
つ
い

て
は
、
市
や
県
な
ど
の
自
治
体
と
協
力
し

フィールドワーク 講座風景
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第
十
四
回

　
　
　

 

ル
ツ
会
開
催
の
報
告

�

大
井　

法
子
（
英
12
回
）

�

藤
井　

博
子
（
家
12
回
）

　

冒
頭
の
ル
ツ
会
の
名
は
、
関
東
学
院
短

期
大
学
の
女
子
学
生
専
用
の
寮
が
、
か
つ

て
校
内
の
片
隅
に
有
り
、
名
前
を
ル
ツ
寮

と
云
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
由
来
し
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
寮
で
二
年
間
を
過
ご
し
昭
和
三
八
、

三
九
年
に
卒
業
し
た
英
文
科
、
家
政
科
の

寮
生
の
親
睦
を
目
的
に
し
た
会
で
す
。

　

十
四
年
程
前
に
還
暦
を
迎
え
た
私
達
は

ふ
と
昔
の
仲
間
た
ち
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
、
判
る
範
囲
で
連
絡
を
取
り
第
一
回
ル

ツ
会
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
今
日
ま
で

年
一
回
ル
ツ
会
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
九
月
下
旬
、
新
横
浜
の
グ
レ
イ

ス
ホ
テ
ル
に
、遠
く
は
宮
城
、大
阪
、岐
阜
、

群
馬
他
か
ら
十
数
名
が
集
い
ま
し
た
。
い

つ
も
の
事
な
が
ら
五
十
数
年
前
の
寮
生
時

代
に
戻
り
、
お
互
い
を
当
時
の
愛
称
で
呼

び
合
い
話
も
尽
き
ず
、
そ
れ
は
そ
れ
は
楽

し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
今
回
は
五
十
数
年

ぶ
り
に
校
歌 college days in Y

okoham
a 

や
、
青
海
は
波
静
か
な
り
平
潟
に
‥
‥
を

合
唱
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
各
地
で
生
活
を
し
て
い
る
ル
ツ

寮
生
で
す
が
ル
ツ
会
も
そ
れ
に
合
わ
せ

度
々
、
地
方
で
も
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

年
月
を
経
る
に
つ
け
様
々
な
環
境
変
化

に
よ
り
、
参
加
も
儘
な
ら
な
く
な
っ
て
く

る
方
も
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
出
ら
れ
る
時

に
出
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
お
喋
り
の
尽
き
な
い
仲
間
た
ち

で
す
が
最
後
に
来
年
の
幹
事
を
決
め
、
そ

の
方
た
ち
に
一
切
を
任
せ
、
次
回
の
ル
ツ

会
を
楽
し
み
に
名
残
惜
し
く
も
散
会
い
た

し
ま
す
。
こ
の
先
い
つ
い
つ
ま
で
も
ル
ツ

会
が
続
く
様
に
祈
り
つ
つ
報
告
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

「
今
、
思
う
こ
と
」

�

金
井　

昌
美
（
幼
13
回
）

　
「
あ
な
た
達
の
う
し
ろ
に
は
、
い
つ
も
、

沢
山
の
子
ど
も
達
が
い
る
」

　

あ
れ
は
確
か
、
朝
倉
先
生
の
講
義
の
中

で
の
言
葉
だ
っ
た
。
広
い
講
義
室
の
一
番

後
ろ
の
席
…
窓
か
ら
遠
く
に
見
え
る
東
京

湾
に
は
、
ど
こ
か
の
国
の
大
き
な
船
が
、

春
の
き
ら
き
ら
し
た
陽
射
し
の
中
に
浮
か

ん
で
い
る
の
が
見
え
た
。
決
し
て
、
勉
強

熱
心
で
は
な
か
っ
た
私
…
そ
の
日
も
い
つ

も
の
よ
う
に
、
授
業
の
合
間
に
窓
の
外
を

眺
め
て
は
、
ボ
ー
ッ
と
何
か
に
思
い
を
は

せ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
私
の
耳
に
、
す
と
ん
と
落
ち
て

き
た
言
葉
…「
あ
な
た
達
の
う
し
ろ
に
は
、

い
つ
も
、
沢
山
の
子
ど
も
達
が
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
が
赤
信
号
で
横
断
歩

道
を
渡
る
時
そ
の
時
は
あ
な
た
だ
け
で
な

く
、
後
ろ
に
い
る
子
ど
も
達
も
一
緒
に
渡

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
子
ど
も
達
は
い

つ
も
そ
の
綺
麗
な
澄
ん
だ
目
で
、
あ
な
た

達
の
行
動
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

子
ど
も
達
の
先
生
に
な
る
皆
さ
ん
に
は
、

ど
ん
な
時
も
そ
ん
な
心
構
え
で
行
動
し
て

頂
き
た
い
。」
あ
の
日
か
ら
、
も
う
三
十

年
…
こ
の
言
葉
は
今
で
も
私
の
心
に
し
っ

か
り
と
残
り
、
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

私
は
今
、
川
崎
市
に
あ
る
総
合
病
院
の

院
内
保
育
園
で
園
長
を
し
て
い
る
。
病
院

ル
ツ
寮
の
軌
跡　

　

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
に
は
学
生
寮

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
学
生
寮
は
「
ル
ツ

寮
」
と
総
称
さ
れ
、
短
大
が
改
組
さ
れ
た

時
に
は
寮
の
使
命
を
終
え
ま
し
た
が
、
そ

の
後
も
学
生
た
ち
の
た
め
に
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。
短
大
に
お
け
る
ル
ツ
寮

の
歴
史
は
五
十
年
近
く
に
及
び
ま
す
。
最

後
ま
で
「
ル
ツ
館
」
と
い
う
名
前
で
残
っ

た
建
物
は
、
一
九
六
四
年
に
室
の
木
キ
ャ

ン
パ
ス
東
端
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
ル
ツ
館
も
老
朽
化
が
進
み
解

体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
青
春
模
様
を
描
い
て
き
た

ル
ツ
寮
の
軌
跡
を
追
い
ま
す
。

　

短
大
の
学
生
寮
は
一
九
五
三

（
昭
和
二
八
）
年
家
政
科
が
六
浦

校
地
に
移
転
し
た
年
に
最
初
に
開

設
さ
れ
、
間
も
な
く
ル
ツ
寮
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
が
、
収
容
人
員
二

十
名
で
は
足
り
な
く
な
っ
た
た

め
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年

に
近
く
の
民
家
を
借
り
て
第
二
ル

ツ
寮
と
し
ま
し
た
。

　

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
米
国
バ

プ
テ
ス
ト
婦
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
寄
付

に
よ
り
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に

ハ
ン
ソ
ン
山
東
面
に
新
た
な
寮
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
当
時
は
珍
し
か
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
で
、
寮
母
さ
ん
の

部
屋
、
食
堂
、
放
送
室
、
和
室
、
洗
濯
室
、

屋
上
物
干
し
場
、
そ
し
て
二
人
一
部
屋
の

個
室
が
二
五
部
屋
の
設
備
の
整
っ
た
寮
で

し
た
。食
事
の
管
理
も
行
き
届
い
て
い
て
、

専
任
の
栄
養
士
さ
ん
と
調
理
人
さ
ん
が
常

駐
し
、
そ
れ
は
そ
れ
は
愛
情
た
っ
ぷ
り
の

食
事
が
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
短
大
入
学
希

望
者
の
増
加
と
共
に
、
寮
に
入
る
こ
と
を

希
望
す
る
学
生
も
多
く
な
り
、
室
の
木

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
っ
た
教
職
員
ア
パ
ー

ト
の
一
棟
を
改
修
し
て
第
二
ル
ツ
寮
と
し

ま
し
た
。
定
員
は
二
つ
の
寮
を
合
わ
せ
て

九
四
名
で
し
た
。
そ
の
後
第
二
ル
ツ
寮
の

隣
に
あ
っ
た
教
職
員
ア
パ
ー
ト
も
第
三
ル

ツ
寮
と
し
て
改
修
し
、
毎
年
百
数
十
名
の

学
生
た
ち
が
勉
学
と
住
居
近
接
の
環
境
で

二
年
間
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
長
年
に
わ
た
り
学
生
の
生
活

を
守
っ
て
い
た
ル
ツ
寮
も
、
短
大
の
改
組

を
受
け
て
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に

廃
止
さ
れ
そ
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
二
年
間
の
短
大
生
活
。
毎
年
二

年
生
が
寮
か
ら
巣
立
ち
、
新
し
く
一
年
生

が
入
寮
す
る
、と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

そ
れ
こ
そ
何
百
何
千
も
の
人
生
を
見
続
け

て
来
た
「
ル
ツ
寮
」
に
今
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。

参 

考
資
料
：
⑴
関
東
学
院
学
院
史
資
料
室

ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
第
二
十
号

⑵ 

関
東
学
院
の
女
子
教
育—

女
子
短
大
の

存
在
と
私—

　

林
淳
三
著

ハンソン山から見たルツ寮

入口にルツ寮名あり



5 2017  年  8  月  1  日

に
勤
務
し
て

い
る
医
師
や

看
護
師
の
お

子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
て

い
る
が
、
特

に
病
棟
勤
務

の
保
護
者
の

場
合
は
昼
夜

を
問
わ
ず
勤

務
が
あ
り
、

お
迎
え
の
時

間
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん

な
状
況
の
中
、
院
内
保
育
園
の
大
き
な
役

割
と
し
て
は
、
安
全
な
環
境
の
中
一
人
ひ

と
り
に
対
し
て
丁
寧
に
保
育
を
す
る
こ
と

で
、
保
護
者
の
方
達
に
信
頼
と
安
心
を
頂

く
事
…
そ
し
て
そ
の
上
で
可
能
な
限
り
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
安
心
し
て
お
仕
事

を
す
る
為
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
と

い
う
、
保
護
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
い
っ
た
内
容
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
す
み
ま
せ
ん
。
勤
務
変
更
で
、
明
日

出
勤
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
預
か
っ
て

貰
え
ま
せ
ん
か
？
」夕
方
の
お
迎
え
の
時
、

こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
も
、
珍
し
い

事
で
は
な
い
。
更
に
は
「
私
が
通
院
し
た

い
の
で
、
夕
方
ま
で
預
か
っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
が
…
」
等
々
要
望
は
様
々
だ
。

園
の
方
針
と
し
て
条
件
的
に
可
能
な
限
り

は
、
受
け
入
れ
す
る
方
向
で
対
応
し
て
い

る
。

　

保
護
者
の
都
合
次
第
で
、
昼
も
夜
も
休

日
も
関
係
な
く
、
園
で
過
ご
す
こ
と
に
な

る
子
ど
も
達
…
。
時
に
は
、
そ
ん
な
園
の

体
質
か
ら
、
色
々
と
悩
む
事
も
あ
る
。
本

当
に
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど

も
達
に
と
っ
て
の
本
当
の
幸
せ
と
は
？
自

分
は
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
と
…
。

　

そ
ん
な
時
に
も
あ
の
言
葉
が
私
を
助
け

て
く
れ
る
。「
私
の
う
し
ろ
に
は
、
い
つ

も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
い
る
。」
子

ど
も
達
と
の
毎
日
の
時
間
を
大
切
に
過
ご

す
事
。
好
奇
心
で
キ
ラ
キ
ラ
光
る
綺
麗
な

瞳
を
曇
ら
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
一
緒

に
様
々
な
体
験
や
感
動
が
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
こ
こ
で
私
が
出

来
る
こ
と
。
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、

常
に
子
ど
も
達
の
目
線
に
立
っ
て
、
一
緒

に
学
ん
だ
り
、
楽
し
ん
だ
り
、
感
動
し
た

り
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
…
。

　

今
で
も
な
お
、
大
切
な
こ
と
を
私
に
教

え
て
く
れ
る
こ
の
言
葉
と
、
大
好
き
だ
っ

た
学
校
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
全
て
の
出
会

い
に
感
謝
し
な
が
ら
、
日
々
邁
進
し
て
い

る
。

　

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
子
ど
も
達
が
や
っ
て

く
る
。
今
日
は
何
を
し
て
ド
キ
ド
キ
し
よ

う
か
な
…
？

�

自
由
に
勉
強
で
き
る
喜
び

�

石
渡　

朝
子
（
英
30
回
）

　

昨
年
八
月
、
朝
日
新
聞
「
声
」
欄
に
次

の
よ
う
な
投
書
を
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
『
大
人
に
な
っ
て
か
ら
勉
強
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
い
る
。
母
校
の
大
学
（
当
時

は
短
大
）
の
生
涯
学
習
で
学
び
、
図
書
館

で
過
ご
す
時
間
は
至
福
の
時
だ
。
し
か
し

子
供
の
頃
の
私
は
、
勉
強
が
大
嫌
い
だ
っ

た
。
特
に
中
学
の
英
語
は
ひ
ど
く
、
わ
か

ら
な
い
、
勉
強
し
な
い
、
出
来
な
い
の
悪

循
環
だ
っ
た
。
見
か
ね
た
母
が
、
教
員
免

許
を
持
っ
た
人
に
指
導
を
頼
ん
で
く
れ

た
。
一
か
ら
丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
い
、

ク
ラ
ス
の
平
均
点
程
度
は
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
大
学
受
験
の
時
、
ひ
ど
い
風
邪

を
ひ
き
、
第
一
志
望
は
受
験
出
来
ず
、
滑

り
止
め
の
短
大
の
英
文
科
に
進
ん
だ
。
す

る
と
そ
こ
で
は
、
英
語
の
基
本
か
ら
英
文

学
や
英
詩
、
英
会
話
の
楽
し
さ
ま
で
色
々

と
教
え
て
く
れ
た
。
折
に
ふ
れ
て
「
英
語

が
出
来
た
ら
楽
し
い
わ
よ
」
と
言
わ
れ
、

度
々
ほ
め
ら
れ
も
し
た
。

　

そ
れ
で
ず
っ
と
英
語
の
勉
強
を
続
け
、

今
は
中
学
生
か
ら
社
会
人
相
手
に
指
導
も

し
て
い
る
。
わ
か
ら
な
い
人
の
気
持
ち
が

わ
か
る
の
で
、
説
明
が
理
解
し
や
す
い
と

よ
く
言
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

の
勉
強
は
何
て
楽
し
い
の
だ
ろ
う
。
宿
題

も
な
く
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
だ
け

を
や
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
。
学
費
を
出

し
て
く
れ
た
両
親
に
改
め
て
感
謝
し
、
元

劣
等
生
は
今
、
一
生
勉
強
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。』

　

今
、
英
語
を
使
っ
て
仕
事
を
続
け
て
い

ら
れ
る
の
は
関
東
学
院
の
お
陰
で
す
。
そ

し
て
当
時
か
ら
、
短
大
だ
っ
た
の
に
大
学

の
図
書
館
を
使
わ
せ
て
頂
け
る
こ
と
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
文
中
で
よ
く
ほ

め
て
下
さ
っ
た
の
は
、
短
大
英
文
科
の
宮

川
、
加
藤
、
徳
永
、
深
沢
、
宮
崎
各
先
生

は
じ
め
諸
先
生
方
で
す
。

　

そ
し
て
五
六
歳
に
な
っ
た
今
も
、
大
学

の
図
書
館
や
食
堂
な
ど
も
使
わ
せ
て
頂
け

る
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

元
短
大
の
校
地
や
六
浦
の
校
地
が
ど
ん
ど

ん
立
派
に
な
っ
て
い
る
様
子
、
一
卒
業
生

と
し
て
大
変
嬉
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

※ 

石
渡
さ
ん
か
ら
関
東
学
院
大
学
庶
務
課

校
友
担
当
へ
送
ら
れ
た
お
手
紙
と
、
朝

日
新
聞
へ
の
投
書
を
香
葉
編
集
部
に
お

い
て
ま
と
め
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

香
葉
会
室
引
越

　

昨
年
、
ル
ツ
館
の
三
階
に
上
が
る
階
段

の
天
井
・
壁
が
剥
が
れ
落
ち
危
険
な
状
態

に
な
り
ま
し
た
。

　

ル
ツ
館
に
あ
っ
た
香
葉
会
室
は
、
ル
ツ

寮
の
二
つ
の
部
屋
を
一
つ
の
部
屋
に
改
良

し
て
作
っ
て
下
さ
り
、
天
井
は
低
く
か
っ

た
の
で
す
が
、
小
さ
な
部
屋
の
中
に
暖
房

機
が
二
台
。
昼
間
は
隣
の
公
園
か
ら
子
供

た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、
気
持
ち
の
良
い
部

屋
で
し
た
。
下
田
先
生
の
追
悼
会
後
の
茶

話
会
・
企
画
の
交
流
会
の
茶
話
会
・
ク
リ

ス
マ
ス
の
小
物
作
り
等
、
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
部
屋
で
し
た
。

　

長
い
間
使
用
し
て
き
た
香
葉
会
室
も
、

エ
テ
ル
ニ
テ
に
お
部
屋
を
頂
き
移
動
し
ま

し
た
。

田
山
先
生
の
思
い
出

�

伊
澤　

敏
恵
（
幼
２
回
）

　

香
葉
で
田
山
先
生
の
訃
報
を
知
り
ま
し

た
。
私
は
軟
式
庭
球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

短
大
生
活
二
年
間
、
田
山
先
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
厳
し
く
て
怖
い
先
生
で
し
た
け
れ

ど
、
そ
の
厳
し
さ
の
お
か
げ
で
技
術
が
向

上
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
も
マ
マ
さ
ん
と
し
て
軟
式
庭
球
を
続

け
て
い
ま
す
。
大
会
に
も
出
場
し
て
い
て
、

何
十
年
ぶ
り
く
ら
い
に
大
会
会
場
で
田
山

先
生
に
お
会
い
し
た
の
が
最
後
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
十
一
月
五
日
海
上
保
安
庁
見
学
会
」

�

立
間　

浩
代
（
英
31
回
）

　

毎
年
「
香
葉
」
の
到
着
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
形
は
変
わ
っ
て
も
母
校
は
い

い
も
の
で
す
。
色
々
な
活
動
が
紹
介
さ
れ

て
い
て
、
県
外
に
い
る
私
は
「
近
く
だ
っ

た
ら
参
加
で
き
る
の
に
」
と
羨
ま
し
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
今
回
だ
け
は
「
遠
く
て
も

参
加
し
た
い
。
何
十
年
も
ブ
ラ
ン
ク
あ
る

け
れ
ど
申
し
込
み
し
て
み
よ
う
！
」
と
思

い
立
ち
ま
し
た
。

　
「
海
保
」
＝
海
猿
、
エ
リ
ー
ト
集
団
、

そ
ん
な
薄
っ
ぺ
ら
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た

ま
ま
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
合
場
所
の
整
備
場
駅
に
今
回
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
大
本
様
の
ご
主
人
様
が
出
迎

え
て
く
だ
さ
り
、
総
勢
二
十
名
で
向
か
い

ま
し
た
。
昭
和
の
匂
い
の
す
る
歴
史
を
感

じ
る
建
物
に
入
る
と
、
ま
ず
、
研
修
室
に

通
さ
れ
資
料
を
い
た
だ
き
、
海
上
保
安
庁

の
概
要
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
船

が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
時
に
出
動
す
る
の

か
、
緊
迫
し
た
事
件
の
こ
と
な
ど
、
ド
ラ

マ
や
映
画
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
し

た
。あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、

外
か
ら
武
力
行
使
さ
れ
た
ら
、
私
た
ち
を

守
る
た
め
に
、
日
々
訓
練
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
災
害
が
起
き
る
と

海
か
ら
空
か
ら
援
助
活
動
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
常
に
動
け
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

説
明
の
あ
と
、
格
納
庫
の
見
学
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。飛
行
機
の
見
学
と
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
実
際
に
乗
る
だ
け
で
な

く
、
救
助
さ
れ
る

体
験
も
で
き
ま
し

た
。
地
上
か
ら
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
回

収
さ
れ
る
ま
で
は

約
一
分
半
だ
そ
う

で
、
途
中
で
気
を

失
っ
て
も
す
る
り

と
抜
け
落
ち
な
い

よ
う
な
ベ
ル
ト
の

か
け
方
を
習
い
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
知
っ
て
い
る
人

が
一
人
で
も
地
上
に
い
る
と
役
に
立
つ
そ

う
で
す
。
が
、「
根
本
的
に
は
危
な
い
と

こ
ろ
へ
近
づ
か
な
い
、
泳
げ
な
い
人
は
海

に
出
な
い
。
僕
た
ち
と
出
会
わ
な
い
人
生

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
さ
わ
や
か
な

笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
事
も
な

く
日
々
暮
ら
し
て
い
る
け
れ
ど
、
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
一
日
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

ク
リ
ス
マ
ス
小
物
づ
く
り
に
参
加
し
て

�

森　

禎
子
（
家
１
回
）

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
ま
で
あ
と
十
一
日
。
ま

だ
十
一
月
半
ば
と
言
う
の
に
街
中
に
は
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
届
く
「
香
葉
」
が
楽
し
み
で
、

こ
の
度
の「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
」

に
心
ひ
か
れ
、
申
し
込
み
ま
し
た
。
六
名

の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
細
い
木
の
枝
を

編
ん
で
作
ら
れ
た
リ
ー
ス
、
小
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
収
穫
し
た
ポ
プ
ラ
の
実
、
松

ぼ
っ
く
り
、
林
檎
や
ベ
ル
等
の
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
、
何
色
も
の

リ
ボ
ン
、
手
作
り

の
ワ
イ
ヤ
ー
!!
こ

の
中
か
ら
自
由
自

在
に
使
い
『
世
界

で
た
っ
た
一
つ
の

私
の
リ
ー
ス
』
を

作
り
ま
す
。

　

最
初
は
お
喋
り

し
て
い
た
の
が
、

段
々
と
皆
、
口
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
約
一
時
間
半
後
、
皆
の
思
い
思
い

の
リ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。
各
々
の
玄

関
に
こ
れ
か
ら
飾
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
出

来
た
ば
か
り
の
自
分
の
リ
ー
ス
を
写
真
に

お
さ
め
ま
し
た
。

　

リ
ー
ス
づ
く
り
終
了
後
、皆
で
学
食
へ
。

昔
の
話
や
人
生
の
話
（
？
）
等
で
花
が
咲

き
ま
し
た
。（
Ｃ
ラ
ン
チ
の
オ
ム
ハ
ヤ
シ
、

お
い
し
か
っ
た
！
）

　

帰
り
、
皆
で
中
庭
に
飾
ら
れ
た
大
き
な

ツ
リ
ー
を
撮
影
し
た
後
、
八
景
駅
ま
で
、

バ
ス
で
帰
る
人
と
歩
い
て
帰
る
人
に
分
か

れ
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
は
や
三
十
年
…
。
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
出
来
て
風
景
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
湾
内
に
繋
が
れ
た
ヨ
ッ
ト
、
道
行

く
学
生
達
の
列
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず

…
で
し
た
。
又
、
来
年
も
こ
の
様
な
企
画

が
有
れ
ば
是
非
、
参
加
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

ビ
ー
ズ
刺
繍
講
習
会
に
参
加
し
て

�
槙　

桂
子
（
幼
６
回
）

　

十
月
二
十
二
日
、
は
じ
め
て
の
関
内
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な

が
ら
到
着
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
の
参
加
で
し
た
が
、
お
部
屋

に
入
る
と
も
う
、
み
な
さ
ん
同
窓
と
い
う

だ
け
で
、
な
ん
と
居
心
地
が
い
い
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
ブ

ロ
ー
チ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
竹
ビ
ー
ズ
を
刺
し
て
ツ
リ
ー

の
本
体
を
作
り
ま
す
。
刺
す
の
は
簡
単
で

も
、
形
を
整
え
る
の
が
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ツ
リ
ー
が
で
き
た
ら

今
度
は
色
と
り
ど
り
の
ビ
ー
ズ
や
ス
パ
ン

グ
ル
で
飾
り
を
刺
し
て
い
き
ま
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
を
待
ち
な
が
ら
、
ツ
リ
ー
を
飾
り

つ
け
て
い
く
よ
う
な
わ
く
わ
く
し
た
気
持

ち
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
心
の
中
に
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
の
途
中
、
学
科
は
ど
こ
だ
っ
た
か

訊
か
れ
、「
幼
教
で
す
」と
答
え
る
と
、「
あ

ら
若
い
の
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
び
っ

く
り
し
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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心
踊
る
山
手
西
洋
館
散
策

�

齋
藤　

恵
（
経
10
回
）

　

天
高
く
晴
れ
た
日
、
山
手
西
洋
館
散
策

に
家
族
で
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
三
歳
の

長
女
が
長
い
距
離
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
し
、
二
歳
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
学
生
時

代
の
友
人
家
族
も
参
加
す
る
と
の
こ
と

で
、
ご
迷
惑
を
承
知
で
思
い
切
っ
て
の
参

加
で
し
た
。
今
回
は
カ
ト
リ
ッ
ク
山
手
教

会
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
チ
ャ
ペ
ル
内
は
と

て
も
厳
か
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
で
あ
っ
た

為
イ
エ
ス
誕
生
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
が
飾
っ

て
あ
り
、
娘
は
興
味
津
々
で
し
た
。
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か
つ

て
は
双

塔
の
レ

ン
ガ
造

り
だ
っ

た
教
会

は
、
関

東
大
震

災
を
経
て
現
在
の
白
く
凛
と
し
た
外
観
に

緑
の
尖
塔
が
象
徴
的
な
今
の
姿
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。
余
談
で
す
が
、
ユ
ー
ミ
ン
が

結
婚
式
を
挙
げ
た
教
会
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。

　

今
回
は
主
に
西
側
の
洋
館
を
見
学
す
る

コ
ー
ス
で
棈
木
先
生
の
画
集
を
片
手
に
、

娘
の
手
を
片
手
に
、
先
生
の
贅
沢
な
解
説

を
聞
き
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の
山
手
二
一
四

番
館
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー

ド
一
色
の
数
々
の
洋
館
を
見
物
し
な
が
ら

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
横
浜
の
歴
史
を

見
て
き
た
西
洋
館
の
背
景
に
、
時
々
見
え

る
み
な
と
み
ら
い
の
景
色
と
、
コ
ー
ト
の

裾
を
翻
す
キ
ー
ン
と
冷
た
い
風
に
、
な
ん

と
も
言
え
な
い
心
が
踊
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

棈
木
先
生
が
画
集
の
最
初
に
お
書
き
に

な
っ
て
い
る
「
な
ん
て
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

山
手
！
」
ま
さ
に
そ
の
言
葉
を
実
感
す
る

散
策
で
し
た
。
今
回
参
加
し
た
二
歳
と
三

歳
の
子
供
二
人
も
最
後
ま
で
楽
し
そ
う
に

ち
ゃ
ん
と
歩
け
ま
し
た
。
何
度
も
参
加
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
毎
年
恒
例

の
人
気
企
画
と
の
事
で
す
。
お
子
様
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
、
山
手
を
ゆ
っ
く
り

歩
き
な
が
ら
マ
マ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
す
し
、
是
非
お
子
様
と
一
緒
に
参
加
し

て
み
て
下
さ
い
ね
。

　
　
　

 

「
た
っ
た
二
年

　
　
　
　
　
　

さ
れ
ど
二
年
」

�

足
立　

道
子
（
国
１
回
）

　

昨
年
秋
外
出
先
か
ら
帰
る
と
家
人
が

「
上
尾
の
伊
藤
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。」
と
の
こ
と
。
短
大
時
代
の
ワ
ン

ゲ
ル
仲
間
だ
。
思
え
ば
卒
業
し
て
か
ら
約

五
十
年
、
三
十
年
前
に
中
華
街
で
皆
で
食

事
し
て
以
来
、
こ
の
二
十
年
間
音
信
不
通

で
過
ご
し
て
来
て
し
ま
っ
た
私
は
突
然
の

電
話
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
「
ゲ
コ
」
こ
と

旧
姓
矢
野
章
子
さ
ん
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し

ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
聞
く
彼
女
の
声
に
な
つ
か

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
一
瞬
何
か
不
穏

な
、不
吉
な
予
感
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

お
互
い
長
い
間
の
御
無
沙
汰
の
言
葉
を
短

く
交
わ
す
と
、
彼
女
の
次
の
言
葉
は
「
実

は
見
目
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
ー
ー
。」

と
の
事
で
し
た
。

　

短
大
時
代
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の

部
長
を
つ
と
め
た
見
目
容
子
さ
ん
（
現
山

崎
容
子
さ
ん
）
と
は
同
じ
国
文
科
一
期
生

で
同
じ
ク
ラ
ス
。
本
当
に
仲
良
く
し
て
い

た
だ
い
た
の
に
卒
業
後
は
何
故
か
疎
遠
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
こ
こ
数
十
年
年
賀
状

の
や
り
と
り
も
な
く
、
恥
ず
か
し
乍
ら
住

所
さ
え
存
じ
上
げ
な

い
有
様
で
し
た
。
新

潟
の
曲
物
造
り
の
夫

の
許
に
嫁
い
で
か
ら

は
、
農
業
も
し
て
い

る
関
係
で
、
春
秋
の

農
繁
期
は
特
に
多
忙

を
極
め
、
と
て
も
聞

か
さ
れ
た
お
通
夜
や

葬
式
に
は
出
席
で
き
そ
う
も
な
く
、
心
ば

か
り
の
も
の
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
の
み

で
し
た
。

　

そ
の
後
残
さ
れ
た
五
人
の
仲
間
、
井
田

牧
子（
旧
姓
広
井
）さ
ん
、
白
坂
嬉
枝（
旧

姓
青
木
）
さ
ん
、
藤
田
さ
き
江
（
旧
姓
萩

原
）
さ
ん
、
伊
藤
章
子
さ
ん
、
私
足
立
道

子
（
旧
姓
も
足
立
）
と
電
話
で
連
絡
を
と

り
合
い
、
お
互
い
に
思
っ
た
こ
と
は
「
生

き
て
い
る
う
ち
に
皆
で
会
い
た
い
ね
。」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
一
月
十
五
日
、
皆
さ
ん
の
お
骨
折

り
の
お
陰
で
卒
業
し
て
か
ら
実
に
四
十
五

年
振
り
で
五
人
が
再
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
桜
木
町
駅
で
の
待
ち
合
わ
せ
は

何
と
な
く
不
安
な
よ
う
な
、
で
も
声
を
か

け
ら
れ
お
互
い
を
認
め
合
う
の
に
時
間
は

か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昔
日
の
面
影
を
残
し
乍
ら
も
皆
そ
れ
ぞ

れ
の
年
輪
を
刻
ん
だ
素
敵
な
老
婦
人
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
席
で
ま
ず
ワ
イ
ン
で
献
盃
、
容

子
さ
ん
を
し
の
び
乍
ら
話
題
は
も
っ
ぱ
ら

短
大
在
学
中
、
そ
し
て
卒
業
し
て
か
ら
も

お
互
い
に
、
又
そ
れ
ぞ
れ
に
踏
破
し
た
山

行
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
る
程
で
し
た
。

　

宿
泊
先
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

場
所
を
移
し
、
五
十
五
階
か
ら
の
横
浜
港

の
眺
望
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
乍
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
在
の
情
況
を
披
瀝
し
つ
つ
、

家
族
の
事
、
仕
事
の
話
、
健
康
に
つ
い
て

の
身
体
の
事
等
お
し
ゃ
べ
り
は
つ
き
る
こ

と
が
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
で
し
た
。
そ

し
て
誰
か
が
「
た
っ
た
二
年
間
い
っ
し
ょ

に
過
ご
し
た
だ
け
な
の
に
ね
。」
と
云
っ

た
こ
と
ば
に
皆
う
な
づ
い
て
、
こ
の
長
い

年
月
が
た
っ
て
も
、今
又
家
族
の
よ
う
に
、

か
つ
て
も
共
通
の
時
間
を
過
ご
し
た
者
同

志
が
今
こ
う
し
て
あ
る
こ
と
の
、
こ
と
ば

で
云
い
表
わ
し
よ
う
の
な
い
人
の
出
会
い

の
不
思
議
さ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
「
生
き
て
い
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
。」
そ

し
て
こ
の
再
会
の
機
会
を
授
け
て
下
さ
っ

た
の
は
他
で
も
な
い
容
子
さ
ん
の
お
陰
だ

と
、
改
め
て
皆
で
感
謝
し
心
か
ら
彼
女
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
「
今
度
は
一
年
に
一
度
位
は
又
お
会
い

し
た
い
で
す
ね
。」
と
再
会
を
約
し
て
皆

そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
に
も
ど
っ
て
い
き
ま
し

た
。

�

幼
児
教
育
科
昭
和
六
十
三
年

　
　
　
　

卒
業
Ａ
組
同
窓
会

�

鶴
岡　

裕
子
（
幼
14
回
）

　

私
た
ち
卒
業
生
は
、
卒
業
し
て
か
ら
十

二
年
後
に
第
一
回
同
窓
会
を
開
催
し
て
か

ら
、
三
年
ご
と
に
、
幹
事
を
決
め
同
窓
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
四
月
に
開
催
し
た
同
窓
会
は
、

四
回
目
に
し
て
、
五
十
歳
と
い
う
年
齢
の

節
目
で
も
あ
り
、
遠
方
の
秋
田
や
福
井
か

ら
も
か
け
つ
け
て
く
れ
て
、
十
八
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

担
任
と
し
て
、
ま
た
、
幼
児
体
育
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
田
先
生
は
、
毎

回
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
今
回
の
同
窓
会

で
も
、
短
大
の
頃
の
話
や
先
生
が
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
写
真
を
見
な
が
ら
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
八
十
一
歳
と

ご
高
齢
に
な
ら
れ
て
も
穏
や
か
な
人
柄
は

全
く
変
わ
ら
ず
、
先
生
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
私
た
ち
は
、
短
大
時
代
に
戻
っ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

（
P.8
へ
）
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【
教
職
員
】

大
河
原
幸
男

山
下
多
恵
子

（
匿
名
希
望
）

和
田　

淑
子

小
玉　

敏
子

加
藤　

紀
子

棈
木　
　

勇

牧
野　

宏
子

矢
嶋　

道
文

帆
苅　
　

猛

【
女　

専
】

渥
美　

裕
子

澄
谷　

亮
子

内
田　

駒
子

【
女　

高
】

大
島　

智
子

古
郡　

綾
子

古
川　

鈴
子

【
英　

Ⅱ
】

山
本　

長
生

竹
内
恵
美
子

千
田　

節
男

（
６
期
同
窓
会
）

古
内　

節
治

小
渕　

昌
夫

松
井　

恭
子

二
見
ア
イ
子

【
英　

文
】

栗
林　

芳
惠

髙
橋　

静
子

古
城　

房
子

柳
生　

二
三

菅
原
千
代
子

小
島
八
重
子

馬
越
千
惠
子

保
科　

恭
子

影
山　

直
子

荒
井　

敬
子

小
濱　

朝
子

長
﨑　

洋
子

勝　
　

明
子

土
屋　

幸
枝

永
島　

敦
子

タ
ハ　
　

茜

鈴
木
も
と
子

水
野　

雅
子

松
野
ト
シ
子

高
橋　

咲
子

恩
田　

靖
子

田
中　

久
恵

鈴
木　

信
子

天
野　

京
子

邊
見　

裕
子

鈴
木　

葉
子

加
藤　

和
子

古
野　

祐
子

溝
口　
　

泉

志
賀　

ミ
チ

白
土
紀
久
子

大
髙
あ
ゆ
み

中
村
紀
佐
子

伊
藤　

陽
子

柳
田　

久
子

小
山
千
恵
子

野
村　

洋
子

澤
野　

洋
子

藪　

登
喜
子

坂
上　

朋
子

谷
田
部
敦
子

赤
沢　

茂
子

柳
下　

節
子

相
原　

梅
子

渋
谷　

敦
子

中
川　

あ
や

丸
山　

勝
代

平
山　

則
子

川
上　

妙
子

野
尻　

良
子

阿
部
芙
美
子

森　
　

静
恵

岡
田　

温
子

谷
浦
た
づ
子

萩
原　

久
子

南
澤　

宣
子

増
田
安
喜
子

市
山
久
美
子

勝
原　

明
美

花
岡　

淳
子

吉
田
由
美
子

富
里　

美
子

佐
々
木
晶
美

平
田　

広
美

石
井　

恵
子

城　

か
よ
子

中
園　

洋
子

山
下　

文
子

石
渡　

朝
子

立
間　

浩
代

八
木　

深
雪

柳
田
美
智
保

北
村
千
恵
子

佐
生　

貴
子

上
野　

美
奈

伊
藤
紀
美
江

小
林　

美
穂

浅
岡　

元
子

黒
田　

聡
子

榎
本
美
和
子

【
国　

文
】

山
口　

佳
子

山
田　

信
子

伊
藤
眞
知
子

金
子
恵
美
子

強
田　

恵
子

和
田　

康
子

杉
田
小
百
合

大
橋　
　

瞳

多
々
良
由
紀
子

若
林
三
恵
子

長
谷
川
時
江

松
矢　

貞
子

岡
崎　

敬
子

福
井　

英
子

鈴
木
妃
利
美

葛
城　

容
子

村
田　

清
美

（
匿
名
希
望
）

小
出
美
智
代

馬
渡　

正
恵

田
中　

直
子

長
田
久
美
子

櫻
井　

智
子

平
野　

雅
子

矢
守　

光
子

相
原　

絵
理

【
家　

政
】

渡
辺　

冴
子

横
溝
喜
代
子

重
田　

和
子

雨
宮　

慶
子

佐
藤　

美
代

渕
上　

龍
美

藤
井　

博
子

村
岡　

愛
子

髙
齋
香
代
子

菊
地　

和
子

鳥
井　

嘉
江

中
川　

道
子

舟
橋　

智
子

鴨
下　

久
子

後
藤
美
和
子

前
出　

郁
子

五
十
嵐
増
枝

藤
平　

良
子

山
口
恵
美
子

木
村　

啓
子

池
田　

陽
子

渡
辺　

陽
子

星　
　

友
子

井
上　

啓
子

安
藤　

幸
子

木
立
八
千
代

近
藤　

鶴
子

幡
多　

由
規

篠
原　

誠
子

福
崎　

浩
子

祖
父
江
有
加

水
野　

直
子

高
田　

祥
子

百
合
本
真
弓

森　
　

禎
子

長
尾　

朋
子

飯
田　

実
和

今
泉
マ
ユ
子

岩
井
美
和
子

金
本　

孝
子

朝
倉　

恭
子

上
野
亜
希
子

【
幼　

教
】

広
瀬　

晶
子

水
松　

春
美

芝　
　

久
江

石
川　

明
美

木
暮　

周
美

原　

由
美
子

川
面
さ
ゆ
り

鈴
木　

敬
子

成
川　

勝
子

小
室　

卓
重

髙
山
由
美
子

吉
田
久
美
子

蔭
山　

美
香

土
屋　

知
里

神
﨑　

直
子

和
田　

理
香

（
匿
名
希
望
）

小
林　
　

文

杉
山
久
美
子

【
経　

情
】

阿
部　

芙
美
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関東学院女子短期大学 香葉会
収 入 の 部 Ｈ28年度決算 Ｈ29年度予算

年会費・賛助金 668,150 600,000

香葉発行準備金 600,000 600,000

特別基金Ⅰ繰入金 1,502,989 ―

特別基金Ⅱ繰入金 ― 1,500,000

雑 収 入 5,033 20,000

前年度繰越金 509,038 525,769

合　　計 3,285,210 3,245,769

支 出 の 部 Ｈ28年度決算 Ｈ29年度予算

通 信 費 1,411,606 1,600,000

印 刷 費 657,839 700,000

広 報 費 0 10,000

企画・会議費 93,926 120,000

交 通 費 119,984 150,000

消 耗 品 費 20,837 20,000

ソ フ ト 費 20,000 70,000

人 件 費 161,288 300,000

香 葉 賞 費 33,944 40,000

関東学院同窓会費 30,000 30,000

慶 弔 費 104,367 110,000

雑 費 21,650 50,000

予 備 費 84,000 45,769

小　　計 2,759,441 3,245,769

次年度繰越金 525,769 0

合　　計 3,285,210 3,245,769

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算
・
平
成
二
十
九
年
度
予
算

　

平
成
十
五
年
三
月
の
卒
業
生
の
会
費
を
最
後
に
、
香
葉
会
の
会
計
は
皆
様
の
年
会
費
・
賛
助
金
を

た
よ
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
間
に
か
か
る
費
用
の
多
く
は
、
機
関
紙
『
香
葉
』
の
発
送
に
か
か

り
ま
す
。
年
会
費
・
賛
助
金
に
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「関東学院女子短期大学記念奨学金」報告について
　「関東学院女子短期大学記念奨学金」の2016年度の給付状況について
大学から頂いた情報を昨年より公開しています。
　　第１種（家計急変）　　3 名  2,194,000円　　　　　　　　
　　第２種（留学生）　　　0 名  0円　　　　　　　　
　　第３種（学業優秀）　　5 名  500,000円　　　　　　　　
　　合　計  2,694,000円　　　　　　　　
　また、2015年度については12名に対して6,494,660円の給付を行いまし
たが、利息等の他、短大奨学金の返還が続いているため、2015年度の
収支は3,749,380円ほどの支出となりました。
　なお2016年度には、人間環境学部の現代コミュニケーション学科及
び人間環境デザイン学科を元に人間共生学部コミュニケーション学科及
び共生デザイン学科が新設されました。2015年度に新設された、栄養学
部及び教育学部と合わせて、女子短期大学の流れを汲む人間環境学部、
栄養学部、教育学部及び人間共生学部の４学部合同で奨学金を運用さ
せていただいていることを合わせてご報告いたします。

　
編
集
後
記

　

母
校
の
香
り
を
載
せ
て
今

年
も
「
香
葉
」
発
行
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
香
葉
会
室

は
エ
テ
ル
ニ
テ
一
階
に
移
動

に
な
り
ま
し
た
。
明
る
い
良

い
お
部
屋
で
す
。
そ
し
て
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
短
大
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
皆
様
か
ら

の
思
い
出
等
の
原
稿
を
お
寄

せ
頂
き
、
集
大
成
と
し
て
卒

業
生
の
冊
子
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。（
詳
細
は
P.1
を
参

照
し
て
下
さ
い
。）
大
勢
の
皆

様
の
原
稿
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
香
葉
」
十
五
号
に
快
く
原

稿
を
書
い
て
下
さ
っ
た
先
生

方
や
職
員
の
方
々
、
卒
業
生

の
皆
様
に
感
謝
を
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
香
葉
会
は
皆

様
に
寄
り
添
っ
て
歩
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
お
）
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一
人
ひ
と
り
も
現
況
報
告
を
し
、
子
育

て
の
こ
と
や
仕
事
の
こ
と
、
そ
し
て
参
加

で
き
な
か
っ
た
友
達
の
こ
と
な
ど
の
話
も

聞
く
こ
と
が
で
き
、
三
時
間
の
会
は
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
そ
の
話
の
中
で
、
現

在
も
保
育
や
子
供
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就

い
て
い
る
仲
間
が
多
く
、
今
で
も
先
生
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

お
互
い
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
く
元
気
の
出
る
同
窓
会
は
終
了
し
ま

し
た
が
、次
回
の
同
窓
会
幹
事
も
決
ま
り
、

ま
た
の
再
会
を
励
み
に
、
家
庭
、
仕
事
に

戻
っ
て
い
っ
た
Ａ
組
の
仲
間
と
の
絆
を
今

後
も
続
け
て
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。


